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第１号でもお伝えしましたが、戦後 80 年という節目を迎えた今年度は、改めて

「平和」や「命」の大切さを見つめる時間を大切にしています。１０月１日に行わ

れた生徒会執行部主催の〈命の尊さを考える会〉では、次のような内容を通して考

えを深めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補足：集会では右の QRコードの動画の一部を視聴しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上の天声人語を読み、次のように問いかけました。 

 天声人語に 「１３歳の少女が、生きたくても、生きられなかった明日に、いま、私

たちは生きている。だから、考え続けたい。どうして瑤子（ようこ）さんの大切な命は

失われたのか。誰のせいか。何のためか――。」 という問いがありました。これに対す

る、あなたなりの思いや問いを入力してください。 

 

 この問いかけに対する代表的な回答を裏面に紹介しますので、ぜひご覧ください。 

 

第１号 今今今回回回のののテテテーーーマママ   

「「「平平平和和和」」」   ととと   「「「命命命」」」   ををを見見見つつつめめめててて   
 



 下の写真は、広島の平和記念式典に贈呈された本校生徒作成の千羽鶴です。これらの写

真は、式典に参加した生徒から提供していただいたものになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●２月のピンクシャツデーに向けて 

 泉が丘中学校では、日本の「いじめ反対の日（ピン

クシャツデー）」である２月最終水曜日に向け、ピンク

シャツのデザインを募集する取り組みを令和５年度よ

り行っています。今年度も後期生徒会執行部が中心と

なり「ピンクシャツコンクール」を実施する予定です。

右のデザインは、昨年度の最優秀賞に輝いた生徒の作

品です。今年度はどのような作品が集まるのか、今か

らとても楽しみです。 

いじめをなくすためには、誰もが被害者の立場を想

像し、その気持ちに寄り添う心が欠かせません。デザインの制作にあたっては、次に示す

例の意味をしっかりと理解し、思いを込めて取り組んでほしいと願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和 7年度も締めくくりの時期を迎えました。この１年間をいか

に振り返り、来年度へとどのようにつなげていくか――。今は、  

そのために重要な時期にあります。 

最後まで学級で協力し合い、全員が納得のいく形で今年度を終え

られるよう、この「ピンクシャツデー」を、改めて「いじめ」とは

どのようなものか一人一人が深く考える機会にしてほしいです。 

（右のポスターは３年生の作品です。） 



１年 ２年 ３年

中條里咲 さん 馬場心杏 さん 木村侑唯 さん 鈴木孝拓 さん 太田かおる さん 岡本惺吾 さん

過去の犠牲を「平和の
教訓」として生きる
戦争とは、日常の幸せを

理不尽に壊す残酷なものだ。
たとえどのような理由があ
ろうとも、一人ひとりの大
切な命を奪うことは、決し
て許されない。今この瞬間
も、世界のどこかでは争い
が絶えず、多くの涙が流さ
れている。
なぜ、今の日本に平和が
あるのだろうか。それは、
かつての悲惨な戦争を経験
し、先人たちが「二度と繰
り返してはならない」とい
う教訓を残してくれたから
だと思う。もし過去の痛み
を知らなければ、私たちは
今、同じ過ちを犯していた
かもしれない。
今の平和は、尊い犠牲の
上に成り立っている。私た
ちは、過去からの平和への
メッセージを未来につなぐ
義務があるはずだ。歴史を
深く学び、その重みを胸に
刻むこと。それが、これか
らの平和を築く第一歩にな
ると信じている。

戦争が奪った「日常」と向
き合う

戦後八十年という節目に平

和学習の集会に参加し、戦争の
無責任さを強く感じた。国を強
く見せるためや意見の相違だけ
で、多くの尊い命を一瞬で奪う
ことは決して許されない。たと
え対立しても、互いを尊重し対
話で解決する姿勢が今の私たち
には必要だ。
集会で聞いた、被爆者の「生
きているから、考えたい」とい
う言葉が心に残っている。私た
ちが当たり前のように享受して
いる食事や家族との時間は、戦
争によって一瞬で消し去られて
しまう。「なぜ」という消えな
い悲しみを抱え続けてきた方々
の思いは、計り知れない。
私たちは、戦争を「過去の出
来事」と切り離してはいけない。
今もウクライナ等のニュースを
見れば、罪のない命が失われて
おり、決して遠い世界の物語で
はないのだ。
平和な日常を大切にしながら、
二度と悲劇を繰り返さないため
に考え続けたい。戦争を悲しい
過去で終わらせず、過ちを繰り
返そうとする動きと戦い続ける
こと。その意志が、平和を築く
と思う。

学びは「共存」のためにあ
る
いかなる理由があろうとも、

戦争という道を選ぶ考え方を私
は理解できない。なぜ、共に生
きる「共存」の道を選べないの
だろうか。
私は、学校へ通う一番の理由
は「人間関係」を学ぶためだと
考えている。自分と違う意見を
持つ人とどう向き合い、関わっ
ていくか。それを体験するのが
学校という場所のはずだ。実際、
私も学校生活で他者と衝突した
ことがある。だが、互いの思い
を伝え合った結果、考えが違っ
ても歩み寄り、共存できること
を学んだ。
戦争を決める人々の中にも、
かつて学校で人間関係を学んだ
人はいるはずだ。それなのに、
武力で命を奪い合う選択をする
のは、学びを活かせていない証
拠ではないだろうか。 戦後
八十年。私たちは歴史を知り、
学ぶことができる。その学びを
知識で終わらせず、共存するた
めの力に変えたい。戦争をしな
い国、人間であるために。これ
からも人との関わりを学び続け、
胸を張れる人生を歩んでいきた
い。

命を知る

瑤子さんの命は、人間の浅
はかな考えによって失われた。
原爆投下を命じた指揮官、戦争
を止めなかった指導者、そして
反対の意思を示さなかった国民。
戦争に関わったすべての人の選
択が、一人の少女の命を奪った
のだ。
爆弾を落とした側にとって、
それは「〇〇を殺した」という
実感ではなく、「作戦の成功」
という認識にすぎなかったので
はないか。瑤子さん本人にとっ
て自分の命は一つだけの尊いも
のだが、他者から見れば、膨大
な犠牲者という「数字」の一部
にされてしまう。この「自分以
外の命を軽く見る考え方」こそ
が、戦争の恐ろしさの正体では
ないだろうか。
これ以上犠牲を出さないため
にできることは、一人ひとりに
人生があったという事実に想像
力を働かせることだ。命を単な
る数字として処理せず、血の
通った一人の人間として感じる
こと。その個々の命と向き合え
る感性こそが、戦争を止める力
になると考える。

過去の願いを、今続く戦争
を止める力に
戦争で亡くなった人々の多

くは、瑤子さんのように、当た
り前の未来があるはずだった。
今の平和は「自分を犠牲にして
でも未来を救いたい」と願った、
数えきれない人々の切実な思い
の上に成り立っているのではな
いか。
しかし、目を向ければウクラ
イナやガザでは今も戦火が絶え
ない。戦後八十年、平和を享受
してきた日本の体験こそ、今の
戦争を止める「力」になるべき
だ。広島や長崎の悲惨さや人々
の心の痛みを、国際社会へもっ
と発信していく責任が私たちに
はある。
今、核兵器の危険と隣り合わ
せで生きている。核を脅しに他
国を支配しようとする現状に、
私は強い憤りを感じる。誰もが
「明日」が来ることを疑わない
時代にするために、私は、これ
までに培った文章力を武器に、
平和への声を上げ続けたい。過
去から託されたバトンを、確か
な未来へと繋ぐために。

「傍観」は「寿命」を捨て
る
人は皆、生まれた時に「寿

命」というかけがえのない宝物
を授かる。僕たちは日々、それ
を大切に使いながら生きている。
しかし戦争は、この「寿命」を
使い切る前に無理やり奪い、ま
るでゴミ箱に投げ捨てるように
して命を消し去る。こんなにも
残酷なことが、なぜ起きてしま
うのか。僕は、特定の誰か一人
の責任だとは言い切れないと思
う。目の前の悲劇をただ「傍
観」することは、その行為に加
担するのと等しいからだ。
戦後八十年、私たちは平和を
享受している。だが今も世界の
どこかでは、誰かの「寿命」が
奪われ続けている。何もせず
黙って見ているだけの自分も、
決して無傷ではいられないはず
だ。僕の、あるいは誰かの一言
が、何かを変えるきっかけにな
るかもしれない。平和を維持す
るには、一人ひとりが「傍観
者」にならない勇気を持つこと
が必要だと強く感じる。その第
一歩として、僕は悪いことは悪
い、良いことは良いと、はっき
り口にできる人でありたい。

★「１３歳の少女が、生きたくても、生きられなかった明日に、いま、私たちは生きている。だから、考え続けたい。
どうして瑤子（ようこ）さんの大切な命は失われたのか。誰のせいか。何のためか――。」という問いに対する生徒たちの考え。


